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全国医学部長病院長会議・被災地医療支援委員会による支援の状況 2012.12.10 

全国医学部長病院長会議会長 別所 正美 埼玉医科大学学長 

被災地医療支援委員会委員長 嘉山 孝正 全国医学部長病院長会議相談役 

  山形大学学長特別補佐・脳神経外科教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊被災地医療支援委員会委員名簿 

地区 区分 氏名 専門領域・大学名 

東北 国立 嘉山 孝正 委員長 山形大学学長特別補佐・山形大学医学部（脳神経外科学）教授 

東北 私立 酒井 明夫 委員 岩手医科大学附属病院 （神経精神科学）病院長 

東北 国立 下瀬川 徹 委員 東北大学病院 (消化器内科学) 病院長 

東北 国立 山下 英俊 委員 山形大学医学部 （眼科学）医学部長 

東北 公立 棟方  充 委員 福島県立医科大学附属病院 (呼吸器内科学)病院長 

関東 国立 宮崎  勝 委員 千葉大学医学部附属病院 (肝臓胆道膵臓外科学）病院長 

関東 私立 小山 信彌 委員 東邦大学医学部（心臓血管外科学）教授 

東海 国立 松尾 清一 委員 名古屋大学医学部附属病院（腎臓内科学）病院長 

近畿 国立 馬場 忠雄 委員 滋賀医科大学（内科・消化器病学）学長 

近畿 私立 楠   進 委員 近畿大学医学部（神経内科学）医学部長 

中国 国立 井川 幹夫 委員 島根大学医学部附属病院（泌尿器科学）病院長 

九州 国立 久保 千春 委員 九州大学病院（心身医学）病院長 

九州 私立 中島  格 委員 久留米大学医学部附属病院（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）病院長 

（平成 24年 10月委員現在の委員） 

2011年 9月より、全国の大学を①北海道・東北地区 ②関東私立大学 ③関東国公立大学 

④東海・中部 ⑤近畿 ⑥中国・四国 ⑦九州の７ブロックに分けて、医師を派遣。 

2012 年 10月からは、ブロックの担当施設をなくし、全国の大学で派遣調整を実施。 

これまでの支援のまとめ 

1. 全国医学部長病院長会議被災地医療支援委員会は平成 23年 4月 15日に発足し、関連省庁・

日本医師会など 18 組織（34 団体）からなる被災者健康支援連絡協議会の１組織として中

心的な支援を行い、政策提言を行ってきた。 

2. 昨年 9月より本年 11月までに、74大学から延べ 2621人の医師を、7病院 16診療科に派遣。 

3. 政府が行っている被災 3県だけでなく、被害の大きい茨城県にも１月から支援を開始。 

4. 県立宮古病院内科・外科、県立釜石病院泌尿器科、南相馬市立総合病院消化器内科、脳神

経外科、いわき市立総合磐城共立病院神経内科・小児科・救命救急科、北茨城市立総合病

院循環器内科・内科などは 5 月まで、南相馬市立総合病院麻酔科が 6 月で自立した。当被

災地医療支援委員会による派遣により、多くの病院・地域医療を支えることができた。 

5. 大学医局からの被災地への医師派遣の継続を呼びかけ、被災地の看護師のリクルートにつ

いてナースセンターへのよびかけを行うなど様々な被災地の医療支援を行った。 

6. 現在、派遣の必要性を全国の大学でシェアしながら、被災地の 4 病院 4 診療科へ派遣を継

続している。平成２５年 1 月以降も 3 病院 3 診療科への派遣継続予定。 
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○被災地医療支援の状況と今後の支援計画     ＊資料１参照 

（１）支援状況 

＊多くの施設が自立し、最大 7 施設 16 診療科だった支援が、現在 4 施設 4 診療科に減少。 

岩手県：・県立宮古病院（内科・外科救急）、釜石病院（泌尿器科）、高田病院（整形外科ｘ２）

の３施設５診療科に派遣。 

・県立宮古病院（内科・外科救急）、釜石病院（泌尿器科）は３月で派遣終了。高田病

院（整形外科）は支援継続中。 

宮城県：・南三陸町志津川病院（内科）に派遣。派遣継続中。 

福島県：・南相馬市立総合病院（麻酔科・脳神経外科・消化器内科）、いわき市立総合磐城共立

病院（神経内科・小児科・救急・麻酔科）の２施設７診療科に派遣。 

・南相馬市立総合病院（脳神経外科・消化器内科）は３月で派遣終了。いわき市立総合 

磐城共立病院（神経内科・小児科・救急）は３月で派遣終了。南相馬市立総合病院（麻 

酔科）は 6月で派遣終了。いわき市立総合磐城共立病院（麻酔科）は派遣継続中。 

茨城県：・北茨城市立総合病院（循環器内科・内科・整形外科）への派遣が１月から開始。 

・循環器内科、内科は 4月で派遣終了。整形外科は派遣継続中。 

 

＊派遣実績（支援先月別実績）           注：月替わりに重複計上あり。 

 

 
派遣医師数  

派遣先施設 
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月 

12
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月 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 
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11
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合計 診療科 

岩手県立 

宮古病院 
8 10 6 4 6 10 6         50 （内科）、（外科） 

岩手県立 

釜石病院 
3 3 3 2 2 3 3         19 （泌尿器科） 

岩手県立 

高田病院 
5 5 6 5 7 7 8 4 12 8 8 10 8 5 4 102 整形外科 

公立 

志津川病院 
4 3 2 2 1 1 1 0 4 3 3 3 2 5 4 38 内科 

南相馬市立 

総合病院 
10 14 14 11 12 12 11 4 4 4      96 

（内科）、    

（脳神経外科）、 

（麻酔科） 

いわき市立総合 

磐城共立病院 
5 7 8 14 15 12 17 3 2 2 3 4 3 4 4 103 

（神経内科）、  

（小児科）、 

（救急）、麻酔科 

北茨城市立 

総合病院     
3 11 13 4 4 4 4 1 2 5 4 55 

（循環器内科）、 

（内科）、 

整形外科 

計 35 42 39 38 46 56 59 15 26 21 18 18 15 19 16 463 
 

 
実績 

 

＊（  ）は、派遣終了した診療科。 



4 

 

＊派遣実績（大学別）（2011 年 9 月～2012 年 11 月） 
各大学の派遣実績 2012/11/30時点

延日数 週換算 延人数 延日数 週換算 延人数

北海道・東北 208 38 36 近畿 686 114 96

山形大学 70 13 12 大阪医科大学 114 20 15

秋田大学 26 4 3 大阪大学 110 19 15

札幌医科大学 38 7 7 兵庫医科大学 83 13 10

旭川医科大学 38 7 7 近畿大学 81 13 13

北海道大学 11 2 2 関西医科大学 71 11 11

岩手医科大学 滋賀医科大学 58 10 8

福島県立医科大学 和歌山県立医科大学 48 8 6

弘前大学 25 5 5 京都大学 28 4 2

東北大学 神戸大学 42 7 5

関東・国立 391 91 81 大阪市立大学 26 4 4

千葉大学 132 25 20 京都府立医科大学

筑波大学 49 15 13 奈良県立医科大学 25 5 5

横浜市立大学 42 8 6 中国・四国 269 46 29

群馬大学 55 13 12 岡山大学 55 10 7

新潟大学 24 6 6 山口大学 33 6 3

東京大学 35 10 10 川崎医科大学 31 4 2

東京医科歯科大学 29 8 8 愛媛大学 27 4 2

山梨大学 12 3 3 島根大学 31 5 3

信州大学 13 3 3 広島大学 24 4 2

防衛医科大学校 徳島大学 18 3 2

関東・私立 560 119 119 鳥取大学 18 4 3

東京慈恵会医科大学 155 34 34 高知大学 17 3 2

順天堂大学 55 11 11 香川大学 15 3 3

昭和大学 56 12 12 九州 267 50 40

獨協医科大学 40 8 8 久留米大学 52 9 6

慶應義塾大学 50 10 10 九州大学 39 7 5

聖マリアンナ医科大学 52 11 11 産業医科大学 37 7 6

東京女子医科大学 20 4 4 長崎大学 36 7 6

杏林大学 39 8 8 熊本大学 31 6 5

埼玉医科大学 18 4 4 大分大学 12 2 1

帝京大学 13 4 4 琉球大学 21 4 3

自治医科大学 10 2 2 宮崎大学 10 2 2

東京医科大学 20 4 4 鹿児島大学 15 3 3

日本大学 5 1 1 佐賀大学 14 3 3

東邦大学 5 1 1 福岡大学

東海大学 4 19 1 総計 2621 504 428

日本医科大学 8 2 2

北里大学 10 2 2

東海・北陸 320 46 27

福井大学 46 6 3

藤田保健衛生大学 55 8 5

名古屋大学 56 9 6

岐阜大学 30 4 2

金沢大学 30 4 2

名古屋市立大学 35 5 3

富山大学 15 2 1

三重大学 15 2 1

愛知医科大学 19 3 2

浜松医科大学 15 2 1

金沢医科大学 4 1 1

74大学、412人(延べ２６２１人）派遣

2011年９月～2012年11月
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（２）平成 25 年 1 月以降の支援方針              ＊資料 2 参照 

 

・平成 24年 12月 4日に、被災県の県担当者および県医師会代表者にも出席いただいて第 3回

被災地医療支援委員会を開催した。この際の被災県からの支援継続要請を踏まえ、支援の要否

の再評価を行い、本会議による被災地医療支援は、平成 25 年 1 月以降も継続することを、正

式決定した。 

・宮城県南三陸町志津川病院（内科）に関しては、東北大学からの医師派遣の目処がつき、自

立できることが確認されたため、１月以降支援を行う医療機関は、岩手県県立高田病院（整形

外科）、福島県いわき市立総合磐城共立病院（麻酔科）、茨城県北茨城市立総合病院（整形外科）

の 3施設 3 診療科。 

 

 （３）福島県「県民健康管理調査」に対する協力について（＊資料 3参照） 

・福島県立医科大学より、福島県「県民健康管理調査」に係る協力要請がなされており、実際

に必要な人員、勤務場所、勤務時間等の詳細がまとまった段階で、本会議としての協力を検討

することになった。 

 

○事務局 

・被災地医療支援委員会事務局（平成 24年 4月～）。 

   責任者：嘉山孝正（山形大学学長特別補佐／山形大学医学部脳神経外科教授） 

   実務担当：佐藤慎哉（山形大学医学部総合医学教育センター教授） 

   事務担当：飯澤千尋（山形大学医学部総合医学教育センター） 

連絡先：山形大学医学部総合医学教育センター内 

       〒990-9585 山形県山形市飯田西 2-2-2 電話／Fax：023-628-5958 

       メールアドレス：shinsai-shien@med.id.yamagata-u.ac.jp 

医療支援のための情報共有サイト http://www.id.yamagata-u.ac.jp/shinsai-shien/ 

 

 

以上。 
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